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発
火
事
故
が
増
加

手支補iてf

醗
棄
物
中
の
電
池
檎
出

る
こ
と
が
あ
る
。
破
砕
機

内
の
火
災
を
検
知
し
て
消

火
す
る
対
策
が
講
じ
ら
れ

て
い
る
が
、
施
設
で
の
火

災
の
発
生
件
数
は
年
々
増

(

A

I

)

の
画
像
を
分
析
し
て
複
数
の
領
i

加
し
て
お
り
、
防

火

対

策

像

認

識

を

用

い

域

に

分

割

し

、
第
2
段
階
一

は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
た
、
電
池
検
出
で
各
領
域
に
最
適
化
し
た
~

い
る
。

・

選
別
シ
ス
テ
A
ー
に
よ
り
、
電
池
を
高
~

リ

サ

イ

ク

ル

施

設

で

ム

を

開

発

し

精

度

に

検

出

す

る

。
第
3

i

は
、
作
業
員
が
主
に

手

作

た

。
健
康
診
断
段
階
で
は
、
第
2
段
階
で
i

業

に

よ

り

、

多

量

の

廃

棄

の

際

に

X

線

写

処

理

さ

れ

な

か

っ

た

領

域

i

物
か
ら
―
つ
ひ
と
つ
電
池

真
で
体
内
を
可
に
見
落
と
さ
れ
た
電
池
を
一

を
見
つ
け
出
し
て
い
る
。

視
化
し
て
病
巣
検
出
す
る
。
こ
れ
に
よ
一

し

か

し

、

こ

の

方

法

で

は

を

見

つ

け

る

よ

り

、

高

い

精

度

で

多

種

多

i

時

間

と

コ

ス

ト

が

か

か

う

に

、

本

シ

ス

様

な

機

器

の

電

池

を

検

出

西
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• 

る
。
ま

た

、

電

池

の

有

無

テ

ム

も

透

過

X
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

が
る
。
ま
た
、
施
設
で
の
め
、
透
過
X
線
装
置
の
構

全
国
の
リ
サ
イ
ク
ル
施
を
外
観
か
ら
判
断
で
き
な
寿
命
が
落
ち
る
た
め
、
火
効
率
的
な
技
術
が
求
め
ら
線
で
廃
棄
物
の
内
部
を
可
火
災
発
生
の
抜
本
的
な
対
造
や
仕
様
ご
と
に
、
開
発

火
災
発
生
防
げ
る

設
で
、
廃
棄
物
に
混
入
し
い
廃
棄
物
の
場
合
、
電
池
災
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
れ
て
い
る
。

視
化
し
て
、

A
ー

に

よ

り

策

に

な

る

。
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
検
出
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

た
電
池
の
発
火
に
よ
る
火
の
発
見
の
精
度
は
低
く
な
望
ま
し
い
。
こ

の

よ

う

な

電

池

を

自

動

検

出

し

、

選

本

技

術

が

全

国

の

リ

サ

施

設

の

対

象

物

、

処

理

最

適

化

を

検

討

し

て

い

3
段
階
シ
ス
テ
ム

災
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
火

災

発

生

時

に

散

水

背

景

か

ら

、

廃

棄

物

中

の

別

す

る

。

イ
ク
ル
施
設
に
普
及
す
れ
量
、
設
置
環
境
に
合
わ
せ
る
。
今
後
は
プ
ラ
ン
ト
メ

る
。
破
砕
磯
に
投
入
さ
れ
す
る
と
装
置
の
稼
働
率
や
電
池
を
自
動
で
検
出
す
る
産
業
技
術
総
合
研
究
所
開
発
し
た
検
出
プ
ロ
グ
ば
、
電
池
が
効
率
的
に
自
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
様
の
ー
カ
ー
な
ど
の
企
業
と
連

た
電
池
が
変
形
し
て
発
火

（産
総
研
）
は
、
透
過
X
ラ
ム
は
3
段
階
の
処
理
プ
動
で
選
別
さ
れ
る
た
め
、
透
過
X
線
装
置
の
普
及
が
携
し
、
技
術
の
社
会
実
装

し

、

周

り

の

可

燃

物

に

燃

線

撮

影

と

深

層

学

習

プ

ロ

ロ

セ

ス

に

特

徴

が

あ

る

。

処
理
速
度
が
向
上
し
て
操
将
来
的
に
想
定
さ
れ
る
。

を
進
め
て
い
き
た
い
。

え

移

っ

て

火

災

が

拡

大

す

グ

ラ

ム

に

よ

る

人

工

知

能

第

1
段
階
で
透
過
X
線
画
業
コ
ス
ト
の
削
減
に
つ
な
そ
れ
に
対
応
す
る
た
（
木
曜
日
に
掲
載
）

⑲ 

ー産綴llfの挑戦一

電池検出・選別システム

ポータブル
スピーカーい
からの
検出例

A
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疫
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産総研環境創生研究部門
資源価値創生研究グループ
主任研究員

上田高生

2015年に産総研入所。リサイク
ル、選鉱、粉体に係る数値解析を
専門とする。産総研が主催する戦
略的都市鉱山研究拠点 (SUR
E)のコンソーシアム活動を通じ
て、電池に起因する火災が大きな
問題となっていることを知り、本
研究開発に至った。
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ィ
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